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Ⅰ－ 1　序

　安全と安心が言われて久しいが，巷ではこの安

全・安心をワンフレーズで表現されることが多い

ように思われます。安全は科学的に定量的に表現

されるが，安心は気持ちの問題なので，安全と言

われても安心できない，逆に安心と思っても実は

安全でないこともあります。

　国産品だから安全だと思う消費者もいます。過

去の事件や情報から外国製品に対して安心感を持

てないのでしょう。しかし，TPPとは関係なく

すでに 13以上の国や地域と EPA・FTAが締結さ

れており自由化は確実に進んでいるようです。

　多くの TPP加盟国では農場と加工場の HACCP

対応は 100％近いと言われているため [2]，消費

者が安全だと思っている国産品より実は輸入品の

方が安全性が高いということもあり得ます。

　このことは，人畜共通感染症の蔓延や屠場の状

況などを知るにつけうなずけることです。

　畜産物についてはゼロリスクのものはないが，

それでも我々畜産に携わる者はもっと消費者に

安心して食卓にのせてもらうための努力が必要で

す。そのために特に農場と屠場の衛生水準を高め

る必要性を強く感じています。

Ⅰ－ 2　総論ダイジェスト

　農場 HACCPシステムの目的；生産工程で安全

な畜産物，すなわち食中毒の原因となる病原

微生物（生物学的要因），残留薬品類等（化

学的要因），異物等（物理的要因）の混入を

防ぐためのシステムです。（図 8）

　農場 HACCPシステムの推進元；農林水産省

（消費・安全局）が公益社団法人中央畜産会

を事務局として家畜飼養者の基本的な遵守事

項である飼養衛生管理基準の規程，生産工程

の安全性の確保のための衛生管理ガイドライ

ンを策定し推進しています。平成 21年 8月

「畜産農場における飼養衛生管理向上の取組

認証基準（農場 HACCP認証基準）」を公表

し，平成 24年 7月に改訂されました。

　具体的な推進体制；農場 HACCP認証基準に基

づく認証の適正化及び普及・推進を図ること

を目的として，農場の認証を行う団体，学

識経験者及びその他関係団体により，「農場

HACCP認証協議会」が平成 23年 3月に設

立されました。（AAS42号「農場 HACCPと

は何か」総論編 図 2参照）

　協議会の会員；
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　　 公益社団法人 中央畜産会（協議会事務局担

当）

　　NPO法人 日本食品安全検証機構　

　　一般社団法人 日本養豚開業獣医師協会

　　エス・エム・シー 株式会社

　認証機関；

　　 公益社団法人 中央畜産会　平成 23年 12月

21日認定

　　 エス・エム・シー株式会社　平成 24年 3月 

1日認定

Ⅰ－ 3　 農場HACCP推進農場と認証農場の 2制

度について

　農場 HACCPシステムの具体的な話に入る前

に，先ず，HACCP農場には現在，認証農場と推

進農場という 2種類の資格があることをお話しし

なければなりません。簡単に推進農場についてお

話しします。

　推進農場とはその名のとおり認証取得に向けて

取り組んでいる，あるいは認証はその後の話とし

て先ず HACCPの考え方を取り入れて運営してい

る農場です。以下にまとめます。

　農場 HACCP推進農場；平成 23年 2月から新

たに追加された制度で中央畜産会が指定し，

公表するものです。

　目的；農場 HACCP認証農場となるためには準

備に長期間かかり，多くのエネルギーを要す

ることから認証農場が増え難い現実があり，

　図 1　農場HACCP推進農場指定の仕組み（中央畜産会資料）
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その早期普及に向けて理解を深めるための比

較的取り組みやすい制度となっています。

　指定；一定の要件を満たした場合は「農場

HACCP推進農場」として中央畜産会が指定

し，農場 HACCPへの理解醸成と指導員の指

導を受けて認証への取組み（農場 HACCP認

証農場の認証取得）を促進するものです。指

定有効期間は 2年間，申請費用は 20,000円，

その他に指導員事務費等が必要です。

　　　その審査要件と期待される効果は図 1に掲

げます。また，図 2，3に認証農場との区別

を掲げます。

　　　なお，推進農場の指定を受けることは必ず

しも農場 HACCP認証農場の認証取得の要件

ではなく，また，2年間の有効期限後の再取

得も可能です。

　図 2　指定農場と認証農場の概念図
（中央畜産会資料）　

図 3　推進農場と認証農場の違い一覧表（中央畜産会資料）
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Ⅱ　各論（具体的な取組内容）

Ⅱ－ 1　農場HACCP推進農場

　⑴ 　推進農場の指定を受けるには以下の書類を

揃えて，指定申請書と共に中央畜産会に提出

します。　

　　 1  ）経営者のコミットメント（誓約）を明確

化した文書の作成

　　　 　経営者は，安全な家畜・畜産物を継続的

に供給するために，次の 3項目を網羅し誓

約します。

　　　・衛生管理方針の明確化とその周知

　　　　 　衛生管理方針とは HACCP方式の衛生

管理導入と法規制の遵守及び実施方針で

す。（図 4）

　　　・ 衛生管理目標の設定と定期的あるいは随

時更新；短期間内の目標設定と具体的な

目標（図 5）

　　　・ 組織及び組織の役割と権限を図などで明

確にし，全組織員，供給者及び出荷先に

周知

　　 2  ）HACCPチーム責任者及びチーム員を任

命し，責任と権限を明確にした編成表を作

成

　　 3  ）工程一覧図（フローダイアグラム）の作

成（図 6）

　　　 　これは農場により異なり，作業工程を全

て分解し，図に落とすため手間がかかる部

分です。

　　 4  ）家畜の飼養衛生管理基準チェックリスト

で有資格獣医師がチェックし，合格点であ

ることを確認します。（表 1，2）

図 5　衛生管理目標例

図 4　衛生管理方針例
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　　　 　表のように〇（適正）項目は 4点，Δ（不

十分）は 2点，▲（要改善）は 0点として

加算します。

　　　※ 項目に▲があると申請できません。大規

模農場は 67点以上，小規模農場は 62点

以上が合格です。

　　 5  ）有資格獣医師（農場 HACCP指導員）に

よって指導を受けていることの明示

　　 6  ）農場内関係者及び指導者の農場 HACCP

認証に係る研修受講履歴の明示

　⑵　指定申請までの流れ

　　 1）1回目の指導

　　　①農場 HACCPの概要説明

　　　②農場 HACCP推進農場の説明

　　　③申請に必要な書類の説明

　　　④ 費用の説明；申請費用 20,000円，指導

員指導料（事務費＋交通費の合意金額※）

　　　　※ 平成 25年度農場 HACCP認証普及推

進支援対策事業（後述）に乗る場合は

支給されることがある

　　　⑤必要書類の例示

　　　 　衛生管理方針，HACCPチーム役割分担

表，フローダイアグラム，一般的衛生管

理の記録状態の確認，飼養衛生管理基準の

チェックリストによるチェックと採点（表

1，2）

　　　⑥ 農場 HACCP推進農場指定申請の意思確

認

　　　⑦農場概要の聞き取り

　　　⑧次回日程の調整と依頼作業確認

　　 2）2回目の作業

　　　各種文書の検討と修正

　　 3）3回目の作業

　　　①申請添付書類の仕上げと点検

　　　② 指定申請書の作成，申請費用の振込先及

び振込予定日確認（申請書提出までに振

込必要）

　　　③指導員事務費，交通費の領収

　⑶ 　書類審査；中央畜産会の推進農場審査委員

会において審査

　⑷ 　推進農場（表 3，4，5参照）

　　 　平成 23年 5月～平成 25年 8月 15日現在

における農場 HACCP推進農場は計 86農場

（牛：14農場，豚：45農場，鶏：27農場）

が指定されています。

図 6　フローダイアグラムの例（西村雅明原図）
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表 3　農場HACCP推進農場の指定農場リスト　1（中央畜産会発表資料を元に加筆）
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表 4　農場HACCP推進農場の指定農場リスト　2　（中央畜産会発表資料を元に加筆）
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表 5　農場HACCP推進農場の指定農場リスト　3（中央畜産会発表資料を元に加筆）
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図 7　畜産農場における飼養衛生管理向上の取組認証基準（農場HACCP）認証基準目次

Ⅱ－ 2　農場HACCP認証農場

　〇認証取得への道のり

　　 1  　文書化；「畜産農場における飼養衛生管

理向上の取組認証基準（農場 HACCP）認

証基準」の要求事項を満たすことが要件で

す。その目次を図 7に示しました。また，

各々の項目の要求事項は表 6～ 8にまとめ

ました。

　　　 　推進農場との要件の違いは図 3のとおり

ですが，推進農場の要件は全て網羅した上

で更に表 6～ 8の項目を満たす作業をしま

す。この作業は現場の作業手順などを文書

化するために，職員の参加を要すので，多

くの場合農場作業時間外にすることとなり

ます。殆どの要求事項を一部のリーダーだ

けで作成した場合，現場が理解していない

と実地審査の際に職員へのインタビューを

通じて不徹底が明らかとなってしまいま

す。

　　　 　この文書化の作業は HACCP指導員の指

導の下作成しますが，1年から 2年程度は

要するようです。

　　　 　中でも核になるのは第 3章と 4章の部分

です。よって必須管理点（CCP）を決定す

るための参考を掲げます（図 8，9）。

　 2  　書類審査；主任審査員と複数の審査員に

よって審査されます。当該農場が「畜産農場

における飼養衛生管理向上の取組認証基準

（農場 HACCP）認証基準」に基づいて，衛

生管理における文書システムを構築している

農場HACCP システムとは何か（各論編）
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表 6　農場審査チェックリスト例　1

表 7　農場審査チェックリスト例　2
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と審査チームに認められる必要があります。

　　 　審査基準に適合していない項目は次の 3点

に分類されます。不適合については是正処置

が必要となります。

　　・ 重大な不適合；文書上も実行面も殆ど無い

に等しい。同様な不適合を何項目も指摘さ

れる場合。

　　・ 軽微な不適合；規格に合っているが，実行

面で落ち度がある場合。

　　・ 観察事項；規格やマニュアルに合っている

が，そのままだと不適合になり得るもの。

　　　 （不適合ではないので直ちに是正の必要は

ありません）

　 3  　現地審査；主任審査員，複数の審査員によ

る農場審査（職員インタビューを含む）。

　　 　農場規約に基づき参加者の衛生対策，農場

用務との摺り合わせをし，日程を決定する。

　　⑴ 　前日午後；審査チームによる事前打ち合

わせ

　　⑵　審査当日；午前～夕方

　　　① 初回会議；経営者，農場長，HACCP

チーム員など参加

　　　② 経営者面談；社長へのトップインタビュー

表 8　農場審査チェックリスト例　3

図 8　ハザードの分類

農場HACCP システムとは何か（各論編）
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の例です。

　　　　・会社の概要は

　　　　・ 農場 HACCP認証を取得しようとした

動機は

　　　　・ 農場 HACCP認証を取得してから期待

することは

　　　　・ 衛生管理方針は誰が，どのようにし

て，いつ決定したか

　　　　・ 衛生管理方針を具体的に展開するため

の指針は何か

　　　　・ 人を育成することに関して，社長のポ

リシーは何か

　　　　・ 農場 HACCPに取り組んで苦労したこ

とは

　　　③  HACCPチーム責任者，HACCPチーム員

へのインタビュー；衛生管理システムの

図 9　CCP（重要管理点）を設定するためのデシジョンツリー例
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運用状況確認　

　　　④昼食後審査員打合せ

　　　⑤ 飼育部門の運用状況審査；農場巡回，作

業者へのインタビュー（特に CCPモニ

タリング従事者）

　　　⑥審査チーム会議；審査報告書の作成

　　　⑦ 最終会議；社長，農場長，HACCP責任

者が参加し，審査所見の表明，確認，確

定。

　　　　 　不適合，観察事項，充実点の指摘。是

正処置を要する項目があれば要求し，そ

の後検証。

　 4  　最終会議；認証判定委員会における審査を

経て認証農場決定

　 5  　認証農場；中央畜産会認証分 22農場，エ

ス・エム・シー認証分 5農場（平成 25年 8

月末日現在）

図 10　認証マーク

Ⅱ－ 3　 農場 HACCP認証を取得するメリット・

デメリット

　〇メリット

　 　食の安全・安心に積極的に参加している自負

ができた

　　農場がきれいになった

　　整理整頓された

　　防疫への理解が進んだ

　　生産性が向上しつつある

　〇デメリット

　　準備のための膨大な記帳

　　日常の記録（資材の変更時を含め）の手間

　　人件費の増加

　　認証の維持と更新が大変

　　消費者の認知度が低い

　　わかりにくい

　 　農場 HACCPシステムが消費者へのアピール

になるかわからない

　 　消費者が HACCPについて理解しているか疑

問

Ⅲ　まとめと提言

　養豚農場における HACCPシステムと日本 SPF

豚協会の SPF認定制度に関する比較概論として

は，林哲氏の「養豚農場における HACCPと SPF

養豚」に詳述されているので参照いただきたい

［1］。

　SPF認定制度の目的は防疫対策を進めて養

豚場の生産性を上げることですが，同時に抗菌

性物質の減少による薬品残留リスクが低減した

り，また，豚特有であろうと人畜共通感染症

（ZOONOSIS）であろうと疾病そのものの浸潤

レベルがコンベンショナル一般平均より低くなる

ことも期待され，これらが肉の食味の向上や臭み

の低減，そして食の安全と安心にも結びついてい

ると思います。

　しかしながら，今後共農畜水産物の輸入は増加

し，一方，食の安全はますます大きく要求され，

規制はむしろ厳しくなるので国内生産者にとって

は一層厳しい局面が予想されます。　　

　輸入先の多くは HACCP対応度も高く，衛生管

理の水準が高いので，消費者のよく口にする国産

農場HACCP システムとは何か（各論編）
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だから安心という思い込みはいつまでも続かない

かも知れません。

　例えば，デンマークの豚肉のサルモネラ汚染を

コントロールする全国的な制御プログラムの成功

についてです。屠畜豚の肉汁と屠体の細菌検査結

果から，汚染レベルに応じてペナルティーが科

せられる制度となっています［4］。また，EU全

体でも豚群の肉汁と血清からサルモネラ汚染度を

スクリーニングする手段として STと SCの LPS

抗原をミックスした「マルチサルモネラ O抗原

表 9　農場HACCP認証農場リスト（認証機関；中央畜産会分）
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表 10　農場HACCP認証農場リスト（認証機関；エス・エム・シー株式会社 分）

農場HACCP システムとは何か（各論編）

ELISA」が一般的に利用されている［3］など，

欧米諸外国は対策が進んでいます。

　日本においては，屠場以降における汚染状況の

把握は無論，農場レベルでの対策もあまり進んで

いません。

　筆者も過去，同様な ELISAキットを使い，スー

パーで売られている豚肉を検査したことがあり

ますが，実際に容易に抗体を検出した経験があ

ります。サルモネラ汚染のみならず，その他多

くの ZOONOSISが農場には存在します。その

ような菌が存在しても直ちに食卓に上る危険性

は非常に少ないのですが，しかし，そのような

ZOONOSISが存在している中で食肉が生産され

ている現状について，許容限界以下のため安全で

あるといくら消費者に説明しても，現実を知った

らば安心できないのではないでしょうか。

　生産性を阻害する豚特有の多くの疾病群の対策

には生産者も多くの努力とお金をかけています

が，表面化しない ZOONOSISについては啓蒙不

足か認識不足からか積極的な対応をしているとは

思えません。

　多くの菌は糞尿の中で生き延び，農場の中を循

環しているのが現実ですから，国産豚肉を消費者

が安心して買えるような清浄性の高い生産農場に

しなければなりません。

　清浄性を高めるには効果的な消毒も大変重要

で，使用場面に応じた消毒薬の選択と適切な使

用方法について，啓蒙と普及が必要と考えていま

す。

　食の安全を早期に推進するため，農水省と公益

社団法人中央畜産会が HACCP制度を推進し，特

に農場 HACCP推進農場は既述のように確実に増

え続けています。

　農水省はこの農場 HACCPを推進するため平成

19年度から 25年度まで農場生産衛生向上体制整

備促進事業として実施していますが，来年度以降

も継続の方向であり，また，中央畜産会では新た

に平成 25年度から各県畜産協会への委託事業と

して，農場 HACCP認証普及推進指導事業が始ま

りました。各県畜産協会により方法は異なります

が，千葉県の場合は畜産協会と NPO法人いきい

き畜産ちばサポートセンターが相当な事業費を財

源に推進するほか，畜産協会単独事業でも推進す

る体制となっています。

　もはや消費者の食の安全・安心が大目標であ

り，農場の生産性アップはその過程であるという
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All about Swine 42, 9-22  「農場HACCPとは何か」 訂正箇所

1，11頁左・上から 5行目；
誤；その上位に HACCPで管理するもの
正；その上位に CCPで管理するもの

2，11頁左・上から 10行目；
誤；CCPを定められるものについては，更に HACCPシステムで管理する
正；CCPを定められるものについては，重点的に管理し排除する

3，17頁左・下から 12行目；
誤；法の改正と衛生整備
正；法の改正と衛生設備

4，18頁左・下から 8行目；
誤；Ⅲ－ 4畜産物最大の危害要因，食中毒について
正；Ⅲ－ 4畜産物最大の危害，食中毒について

5，21頁表 6・注釈の「口蹄疫発生・猛暑」は 2010年度に対する注釈

ことを強く認識することが大事だと思います。生

産者目線から消費者目線への転換です。

　以上のように，他に公的でオーソライズされた

食の安全のための制度が無い中で，もはや好むと

好まざるとに関わらず農場 HACCPへの取り組み

は農場運営の前提となってゆくとさえ思います。

　日本 SPF豚協会の認定制度は農場 HACCP方

式と極めて似ている面が多いことから［1］，少

なくとも SPF認定農場は希望すれば農場 HACCP

推進農場の指定も受けられる様な認定システムに

発展的に変えてゆくことを考慮されたらいかがで

しょうか。特に飼養衛生管理基準は法的にも要求

されており，そのチェックリストの採用は必要で

しょう。SPF認定農場は比較的容易に HACCP推

進農場の資格も取れますが，HACCP農場は希望

しても簡単には SPF認定農場にはなれないので

差別化もついてくるでしょう。

　私が HACCP認証農場現地審査に参加した SPF

認定農場も認証作業が進んでおり，また，その他

のいくつかの SPF認定農場も HACCP推進農場

の指定を受け，一部は認証に向け準備中です。流

れは農場 HACCPに向かっていると実感していま

す。
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